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福岡地区労連2023
11月号

福
岡
地
区
労
連
は
、
１０
月
２２
日（
日
）午
後
か
ら
福
岡
県
労
連
大
会
議
室
で
第
３４

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
福
岡
地
区
労
連
は
今
回
の
定
期
大
会
を
「
平
和

か
戦
争
か
」
の〝
重
大
な
岐
路
〟に
当
た
る
と
位
置
づ
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
定
期

大
会
に
は
会
場
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
来
賓
３
名
、
代
議
員
４７
名
（
含
委
任

２１
名
）、
傍
聴
２
名
の
５２
名
が
参
加
し
、
議
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、

議
長
に
米
地（
再
）議
長
、事
務
局
長
に
内
田（
再
）事
務
局
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

に
憲
法
改
正
を
行
う
こ
と

を
表
明
し
て
お
り
、
国
会

で
も
憲
法
審
査
会
が
議
論

を
進
め
て
い
ま
す
。現
在
、

改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
の

議
席
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
国
民
の
改
憲
反
対
の

世
論
に
よ
っ
て
食
い
止
め

て
い
る
状
態
で
す
。
政
府

や
マ
ス
コ
ミ
は
対
中
関
係

が
緊
張
状
態
に
あ
る
こ
と

を
強
調
し
、
閣
僚
か
ら
も

台
湾
有
事
は
日
本
の
有
事

だ
と
す
る
発
言
も
相
次
い

で
い
ま
す
。

福
岡
地
区
労
連
は
、
定

期
大
会
で
憲
法
を
活
か

し
、
平
和
に
く
ら
せ
る
社

会
を
守
る
た
め
、
方
針
の

最
初
に
位
置
付
け
て
運
動

を
展
開
し
ま
す
。
平
和
憲

法
の
重
要
性
を
知
る
た
め

の
学
習
会
を
企
画
し
、
憲

法
に
精
通
し
て
い
る
弁
護

士
を
講
師
に
招
き
、
学
習

で
意
思
統
一
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
憲
法
改
正
に

反
対
す
る
世
論
を
構
築
し

〈
ウ
ラ
面
へ
つ
づ
く
〉

定
期
大
会
は
水
島
議
長

の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
大
会
議
長
に
福
建
労

の
岩
永
代
議
員
と
建
交
労

の
秀
島
代
議
員
を
選
出
し

議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
米

地
議
長
は
冒
頭
「
世
界
中

の
多
く
の
人
は
戦
争
を
望

ん
で
い
な
い
、
平
和
憲
法

を
恒
常
的
に
維
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
団
結
し

て
要
求
の
実
現
を
求
め
よ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
に
は
懸
谷
福
岡
県

労
連
副
議
長
、
中
山
日
本

共
産
党
福
岡
市
議
、
無
所

属
の
森
綾
子
福
岡
市
議
か

ら
激
励
の
挨
拶
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
案
は
内
田
事
務
局
長

か
ら
一
年
間
の
活
動
経
過

報
告
、
決
算
報
告
、
情
勢

報
告
、
今
後
一
年
間
の
運

動
及
び
財
政
方
針
を
提
案

し
ま
し
た
。
福
岡
地
区
労

連
は
今
後
一
年
間
の
運
動

の
課
題
と
し
て
大
き
く
３

つ
提
起
し
ま
し
た
。
１
つ

は
、
憲
法
と
平
和
・
く
ら

し
を
守
る
た
た
か
い
、
２

つ
は
賃
上
げ
と
労
働
時
間

短
縮
を
実
現
さ
せ
る
た
た

か
い
、
３
つ
は
い
の
ち
と

社
会
保
障
を
守
る
た
た
か

い
で
す
。

岸
田
内
閣
は
、
在
任
中

＜福岡地区労連　第３４回定期大会＞

憲法守る・大幅賃上げ・いのちを守る 
平和で公正な社会をつくろう

３
つ
の
要
求
で
活
動
に
飛
躍
を
平
和
に
く
ら
せ
る
社
会
を
守
る

平
和
に
く
ら
せ
る
社
会
を
守
る

福
岡
地
区
労
連
に
新
し

い
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
。

太
平
環
境
科
学
セ
ン
タ

ー
労
働
組
合
（
太
平
環
境

労
組
）
で
す
。

太
平
環
境
労
組
は
、
職

場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
サ
ー
ビ

ス
残
業
を
な
く
す
た
め
、

県
労
連
の
労
働
相
談
を
通

じ
て
６
人
で
組
合
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
上
部
団
体

は
全
労
連
全
国
一
般
に
加

入
し
て
い
ま
す
。

結
成
当
初
は
毎
週
職
場

集
会
を
行
い
、
初
団
交
ま

で
に
組
織
拡
大
を
進
め
、

団
交
日
に
は
４８
人
ま
で
拡

大
し
、
職
場
労
働
者
の
過

半
数
を
越
え
ま
し
た
。

団
体
交
渉
は
、
会
社
側

弁
護
士
が
主
に
対
応
し
、

未
払
い
残
業
代
を
支
払
う

意
思
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

福
岡
地
区
労
連
の
定
期

大
会
に
参
加
し
た
小
山
執

行
委
員
長
は
、「
さ
ま
ざ

ま
な
職
場
で
問
題
が
あ

り
、
皆
さ
ん
が
闘
っ
て
い

る
こ
と
を
共
有
で
き
ま
し

た
。
職
場
の
労
働
条
件
改

善
の
た
め
引
き
続
き
頑
張

り
ま
す
」
と
決
意
を
の
べ

ま
し
た
。
太
平
環
境
労
組

で
は
、
今
後
も
不
利
益
変

更
が
行
わ
れ
る
恐
れ
が
あ

り
闘
い
は
続
き
ま
す
。

職
場
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け
て

太
平
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
労
働
組
合�

�

　

執
行
委
員
長　

小
山 

氏

《
新
加
盟
組
合
紹
介
》
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社
会
保
障
拡
充
を
め
ざ
そ
う

社
会
保
障
拡
充
を
め
ざ
そ
う

岸
田
政
権
は
、
５
年
間

で
４３
兆
円
の
大
軍
拡
大
増

税
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
財
源
と
し
て
所
得

税
、
た
ば
こ
税
、
復
興
税

が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
所
得
税
を
７
万
円
減
税

す
る
話
も
出
て
い
ま
す

が
、
報
道
番
組
の
国
民
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、「
ど

う
せ
選
挙
が
終
わ
れ
ば
取

り
返
さ
れ
る
」
と
、
冷
や

や
か
な
意
見
や
ば
ら
ま
き

減
税
に
対
す
る
批
判
の
声

が
出
て
い
ま
し
た
。
一
方

保
証
年
金
制
度
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
効
果
的
な

対
策
と
し
て
社
会
保
障
拡

充
に
関
す
る
署
名
や
地
方

議
会
の
意
見
書
採
択
推
進

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。�（
編
集
委
員　

内
田
）

で
子
育
て
や
介
護
な

ど
一
番
求
め
ら
れ
て

い
る
社
会
保
障
を
拡

充
し
よ
う
と
は
し
ま

せ
ん
。
社
会
保
障
は

可
処
分
所
得
を
引
き

上
げ
る
た
め
の
有
効

な
対
策
で
す
。
福
岡

地
区
労
連
で
は
、
今

年
度
、
給
食
費
の
無

償
化
、
返
済
不
要
の

奨
学
金
制
度
、
最
低

 
 

30 
 

大会宣言 案

福岡地区労連は 月 日福岡市で第 回定期大会を開催した。大会では福岡地区の労
働者が危機に直面していることが明らかとなった。ひとつは賃金がほとんど上がらない中で、
生活必需品の価格だけが高騰していることによる生活危機、もう一つは防衛費の増大と九州
各地の軍事基地拡充による「戦後から戦前」になりつつある平和の危機である。

この２つの危機に加え、様々な格差を助長し支配する政策に翻弄され、地域や職場に分断
をもたらし、高齢者やシングルマザー、その他困難を抱えている労働者が孤立している。い
まこそ、労働組合が役割を発揮して職場や地域で、困難を抱えている労働者に寄り添い、組
織を強く大きくしながら、団結の力で危機を乗り越えなければいけない。

ロシアのウクライナ侵略は絶対に許すことができないし、朝鮮半島や台湾有事を口実とす
る、日米同盟の強化、憲法違反の敵基地攻撃能力の保持、軍事費倍増に断固反対する。一部
の富裕層と大企業だけが巨額の富を独占し、困窮する国民生活を顧みない悪政と、戦争する
国づくりを許さない国民的なたたかいに全力をあげていく。あらゆる差別に反対し格差を是
正し、世界に誇る平和憲法を生かす「政治への転換」をめざし、職場・地域を出発点にたた
かいを展開する。

物価上昇が止まらないなか、賃上げをはじめとする可処分所得の改善は、まったなしの課
題である。そのためにも格差を是正し支出を減らす消費税減税などの税制改革、保険料負担
を減らして給付を充実させる社会保障改革、など最低賃金の闘いを活かした賃金闘争と連携
させ、すべての組織で運動を強化する。また、様々な労働法制改悪に反対し、有期雇用の無
期転換・派遣労働者の直接雇用化にむけた取り組み、公共性の高い事業の再公営化、地域循
環型経済を求める運動など、地域住民と共同で「地域活性化大運動」を展開する。

私たちは現在の到達点を確認し、今後の飛躍を誓いあい、第 回定期大会を成功させた。
課題を共有し、共に学び成長しあいながら、組織を強く大きくし、幅広い団体との共同で「憲
法改悪阻止」「働く者の人間らしい労働と生活の実現」「平和で公正な社会をつくる」ために
福岡地区労連の総力を挙げて奮闘するものである。以上、宣言する。

年 月 日
福岡地区労働組合総連合
第 回 定 期 大 会

●
福
岡
県
春
闘
総
会

　

�

１２
月
１０
日
（
日
）
１０
：

３０
～
１７
：
００

　

第
３
博
多
偕
成
ビ
ル

　

４
階

●�

イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
を 

求
め
る
運
動

　

�

１２
月
２２
日
（
金
）
１８
：

００
～

　

博
多
駅
筑
紫
口

●�

福
岡
地
区
春
闘
共
闘 

２
０
２
３
年
度
総
会

　

１
月
２１
日
（
日
）

　

�

受
付
１２
：
３０　

開
会

１３
：
００　

閉
会
１７
：
００

　

新
春
旗
開
き

　

１８
：
００
～

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

今
あ
る
べ
き
運
動
の
在
り
方
へ

福
岡
地
区
労
連　

事
務
局
次
長（
元
）　

矢
野　

哲
也

〈
10
・
１５
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
平
和
の
つ
ど
い
〉

〈
労
働
組
合
と
地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
⑱
〉

猛
暑
の
原
因
は
平
年
よ
り 

５
度
高
い
海
水
温

今
年
の
全
国
的
に
夏
か

ら
９
月
後
半
ま
で
続
く
異

例
の
猛
暑
に
つ
い
て
、
気

象
庁
は
統
計
開
始
以
来
も

続
い
て
い
る
主
要
因
を
、

１
つ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

北
東
部
の
温
暖
化
、
２
つ

は
近
年
著
し
く
進
ん
で
い

る
北
極
の
温
暖
化
と
指
摘

し
ま
し
た
。
北
極
や
大
陸

の
温
暖
化
は
す
ぐ
に
は
止

ま
ら
な
い
た
め
、
猛
暑
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
日
本
近
海
の

海
水
温
が
平
年
よ
り
５
度

高
い
海
水
温
の
上
昇
が
、

猛
暑
を
引
き
起
こ
し
猛
暑

が
線
上
降
水
帯
を
発
達
さ

せ
、
全
国
各
地
で
豪
雨
が

発
生
し
た
原
因
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は
説

明
で
き
な
い
異
常
気
象
が

当
た
り
前
に
な
る
時
代
が

も
う
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

�
（
編
集
委
員　

惠
藤
）

っ
と
も
高
か
っ

た
と
発
表
し
ま

し
た
。
三
重
大

学
と
九
州
大
学

の
研
究
チ
ー
ム

が
、
地
球
全
体

の
気
候
が
２
０

１
０
年
頃
を
境

に
変
わ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
と

し
て
、
猛
暑
が

１０
月
１５
日
に
開
催
さ
れ

た
福
岡
県
総
が
か
り
実
行

委
員
会
主
催
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
平
和
の
つ
ど

い
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
何

度
も
総
が
か
り
実

行
委
員
会
に
よ
る

総
が
か
り
行
動
や

県
民
集
会
な
ど
に

参
加
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
こ

れ
ま
で
と
少
し
違

う
と
思
い
ま
し

た
。
企
画
な
ど
の

一
部
を
青
年
た
ち

が
若
者
会
議
と
称
し
て
、

総
が
か
り
実
行
委
員
会
と

は
別
に
議
論
し
、
計
画
し

た
こ
と
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た

り
、
デ
モ
パ
レ
ー
ド
の
シ

ュ
プ
レ
ッ
ヒ
コ
ー
ル
も
ラ

ッ
プ
調
に
し
て
楽
し
さ
を

取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
い
と
思
え
る
集

会
に
な
っ
て
お
り
、
ひ
と

つ
の
運
動
の
前
進
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
通
り
す
が
り

の
人
の
反
応
も
こ
れ
ま
で

よ
り
よ
か
っ
た
で
す
。
今

の
情
勢
で
運
動
を
前
進
さ

せ
る
の
は
並
大
抵
の
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

の
あ
る
べ
き
運
動
の
在
り

方
を
繰
り
返
し
議
論
し
、

参
加
す
る
人
が
楽
し
く
な

り
、
か
つ
運
動
が
前
進
で

き
る
よ
う
協
力
し
ま
す
。

【新役員一覧】
議　　　長　　　米地　輝高　　郵政ユニオン中郵支部
副　議　長　　　惠藤　英昭　　福岡地区国公
副　議　長　　　北川　和利　　福建労福岡西支部
事 務 局 長　　　内田　大亮　　自交総連福自交労組
事務局次長　　　河谷　靖　　　福岡医療団労組
幹　　　事　　　伊藤　絹江　　県連福医協労組
幹　　　事　　　岩崎　裕子　　福祉保育労福岡支部
幹　　　事　　　小松　泰輝　　福岡医療団労組
幹　　　事　　　田口　弘子　　福建労福岡西支部
幹　　　事　　　中村　朗　　　自交総連太宰府タクシー労組
幹　　　事　　　松尾　真太　　あかつき印刷労組九州分会
幹　　　事　　　森塚　利秋　　年金者組合福岡市協
幹　　　事　　　山崎　真　　　福岡地区国公
幹　　　事　　　山中　健　　　福建労福岡東支部
会 計 監 査　　　鈴木　恵美　　劇団風の子九州労組
会 計 監 査　　　山崎　由紀　　福法労第一分会
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実
益
を
伴
う
闘
い
が
重
要

で
す
。
国
民
春
闘
共
闘
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
闘
う
労
働

組
合
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
労

働
組
合
の
唯
一
最
大
の
武

器
で
あ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

で
す
。
ス
ト
は
、
単
に
打

て
ば
よ
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
組
合
員
の
意
見

を
集
約
し
、
く
ら
し
て
い

く
た
め
の
賃
上
げ
は
ど
の

よ
う
な
も
の
に
す
る
の

か
、
要
求
を
練
り
上
げ
全

体
の
意
思
統
一
が
必
要
で

す
。
団
体
交
渉
で
賃
上
げ

が
実
現
し
な
い
場
合
は
、

ス
ト
に
踏
み
切
る
の
か
、

ス
ト
権
集
約
に
組
合
全
体

  

４８４８
名
の
仲
間
が
新
し
く
加
盟

名
の
仲
間
が
新
し
く
加
盟

今
回
の
定
期
大
会
は
特

筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
新
し
く
４８
名

の
仲
間
で
組
織
し
て
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
太
平
環
境

科
学
セ
ン
タ
ー
労
働
組
合

（
以
下
「
太
平
環
境
労

組
」）
が
福
岡
地
区
労
連

に
加
盟
し
た
こ
と
で
す
。

（
１
面
新
加
盟
組
合
紹
介

参
照
）太
平
環
境
労
組
は
、

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
サ
ー

ビ
ス
残
業
の
横
行
に
不
満

を
覚
え
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
２
０
２
３
年
２
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡

地
区
労
連
と
し
て
今
後
も

太
平
環
境
労
組
の
支
援
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

春
闘
で
は
賃
金
引
き
上

げ
に
力
点
を
お
き
、
実
利

て
い
く
た
め
に
、
改
憲
反

対
の
は
が
き
署
名
を
配
布

し
ま
す
。
日
本
の
将
来
を

決
め
る
大
き
な
岐
路
に
た

っ
て
い
る
た
め
、
み
ん
な

の
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

の
意
思
統
一
が
ど
こ
ま
で

図
ら
れ
る
の
か
、
ス
ト
権

確
立
の
会
社
へ
の
通
知
後

の
団
体
交
渉
は
重
要
で

す
。
会
社
は
ス
ト
の
決
行

を
回
避
し
た
い
の
は
当
然

で
す
。
ス
ト
決
行
を
交
渉

の
カ
ー
ド
に
し
て
賃
上
げ

を
獲
得
し
ま
し
ょ
う
。
ス

ト
を
背
景
に
み
ん
な
が
納

得
い
く
結
果
を
出
し
て
こ

そ
、
闘
う
労
働
組
合
へ
と

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

福
岡
地
区
労
連
で
は
、

要
請
に
応
じ
て
団
体
交
渉

や
ス
ト
ラ
イ
キ
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

〈
オ
モ
テ
面
か
ら
つ
づ
き
〉

平和のつどいで披露されたオープニングダンス
（警固公園）

２０１０年以降の猛暑が続く理由


